
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きょうの たし算の ひっ算は、はじめての 

ものです。くらいごとに たせばよいのは おなじ

ですが、一のくらいのたし算のこたえが 十より大

きくなります。この十を 十のくらいにくり上げま

す。これを わすれないように しましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


